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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第40期

第２四半期連結
累計期間

第41期
第２四半期連結
累計期間

第40期
第２四半期連結
会計期間

第41期
第２四半期連結
会計期間

第40期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 2,731,6122,841,8671,451,4361,480,0935,885,947

経常利益又は経常損失(△)（千円） 36,281 41,024 114,685 △9,143 135,228

四半期純利益又は四半期（当期）純

損失(△)（千円）
604 13,650 58,211 △20,283△1,982,819

純資産額（千円） － － 6,179,8024,118,3914,109,385

総資産額（千円） － － 9,747,3328,023,5088,321,363

１株当たり純資産額（円） － － 353.34 236.41 236.34

１株当たり四半期純利益金額又は１

株当たり四半期（当期）純損失(△)

金額（円）

0.03 0.80 3.36 △1.18 △114.77

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 62.8 50.5 48.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
491,147 455,222 － － 737,494

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△462,680△63,555 － － △1,312,617

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
346,196△365,624 － － 818,701

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高（千円）
－ － 2,135,6071,971,4761,973,580

従業員数（人） － － 301 335 322

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第40期第２四半期連結累計期間、第41期第２

四半期連結累計期間及び第40期第２四半期連結会計期間は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。第40期及び第41期第２四半期連結会計期間は１株当たり四半期（当期）純損失で

あり、また、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　　３．売上高には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

（1）連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 335     

　（注）　従業員数は、当社グループ(当社及び連結子会社)から当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当

社グループへの出向者を含む就業人員であります。

（2）提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 235     

　（注）　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

　　

EDINET提出書類

株式会社医学生物学研究所(E00978)

四半期報告書

 3/33



第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

(臨床検査薬及び基礎研究用試薬周辺事業)

分類

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

(千円)

　
前年同四半期比
（％）
　

基礎研究用試薬 191,192 +8.8

自己免疫疾患検査試薬 613,061 +24.0

血漿蛋白定量検査試薬 1,277 △92.6

ウイルス・感染症検査試薬 37,750 △7.3

血液学的検査試薬 11,849 △46.8

腫瘍マーカー 83,414 +30.2

製造受託 108,600 +200.0

その他 4,754 +73.5

合計 1,051,900 +23.3

　（注）１　金額は販売価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2) 商品仕入実績

(臨床検査薬及び基礎研究用試薬周辺事業)

分類

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

(千円)

　
前年同四半期比　

（％）
　

基礎研究用試薬 123,584 +23.8

その他 101,972 +10.8

合計 225,556 +17.6

　（注）１　金額は仕入価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3) 受注状況

　見込み生産を行っているため、該当事項はありません。
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(4) 販売実績

事業の種類別セグメント

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

(千円)

　
前年同四半期比　

（％）
　

臨床検査薬及び基礎研究用試薬周辺事業         

(製品)         

基礎研究用試薬 94,734 △14.0

自己免疫疾患検査試薬 639,394 +26.4

血漿蛋白定量検査試薬 2,804 △83.7

ウイルス・感染症検査試薬 45,546 △0.0

血液学的検査試薬 24,421 △14.1

腫瘍マーカー 75,734 +25.2

製造受託 108,187 +233.2

その他 2,347 △9.9

(商品)         

基礎研究用試薬 257,132 △4.9

自己免疫疾患検査試薬 107,471 △2.7

血漿蛋白定量検査試薬 32,744 +2.1

ウイルス・感染症検査試薬 4,666 +12.6

血液学的検査試薬 919 +100.0

腫瘍マーカー 32,091 +246.4

細胞診解析関連 15,967 △82.0

その他 20,900 +376.4

(その他) 4,449 △96.1

小計 1,469,513 +2.2

投資関連事業         

バイオ関連企業への投資事業 10,580 △20.9

合計 1,480,093 +2.0

　（注）１　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％)

東邦薬品株式会社 349,003 24.0 363,242 24.5

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国発の金融不安が実体経済に影響を与え始める予感のする時

期となりました。

このような情勢の下、当第２四半期連結会計期間の売上高は14億80百万円（前年同四半期比102.0％）となりまし

た。損益面においては、営業利益１億１百万円（前年同四半期比94.8％）、経常損失９百万円（前年同四半期は経常利

益１億14百万円）、四半期純損失は20百万円（前年同四半期は四半期純利益58百万円）となりました。

　

  事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。  

（臨床検査薬及び基礎研究用試薬周辺事業） 

臨床検査薬分野では、主力の自己免疫疾患検査試薬の販売が堅調に推移し、売上計画を達成しました。品目別では抗

CCP抗体検査試薬、BP180抗体検査試薬などが貢献しております。また、前期に保険収載されたがん診断薬の抗p53抗体

検査試薬が前年同期比で大幅に伸長したことも貢献しました。

基礎研究用試薬分野はほぼ計画どおりに推移いたしました。

細胞診関連分野では試薬及び検査関連資材が堅調に推移いたしました。

以上の結果、臨床検査薬及び基礎研究用試薬周辺事業の当第２四半期連結会計期間の売上高は14億69百万（前年同

四半期比102.2％）、営業利益は99百万円（前年同四半期比96.6％）となりました。

（投資関連事業）

投資関連事業においては、手数料収入の減少により、当第２四半期連結会計期間の売上高は10百万円（前年同四半

期比79.1％）、営業利益２百万円（前年同四半期比56.6％）となりました。

　

  所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。

（日本）

  国内におきましては、売上高12億48百万円（前年同四半期比94.7％）、営業利益65百万円（前年同四半期比

90.4％）となりました。

（北米）

  北米におきましては、売上高２億92百万円（前年同四半期比152.6％）、営業利益32百万円（前年同四半期比

121.0％）となりました。

（その他）

  その他の地域におきましては、売上高26百万円（前年同四半期比84.8％）、営業利益３百万円（前年同四半期比

44.2％）となりました。

　

EDINET提出書類

株式会社医学生物学研究所(E00978)

四半期報告書

 6/33



（2）財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末の総資産合計は、80億23百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億97百万円減少いた

しました。流動資産は、52億89百万円となり、１億35百万円減少いたしました。これは主に、受取手形及び売掛金が減少

したためであります。固定資産は、27億33百万円となり、１億62百万円減少いたしました。これは主に、投資有価証券の

減少によるものであります。

　当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、39億５百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億６百万円減少いたし

ました。これは主に、長期借入金の減少によるものであります。

　当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、41億18百万円となり、前連結会計年度末に比べ９百万円増加いたしま

した。これは主に、四半期純利益の計上によるものであります。この結果、自己資本比率は50.5％となりました。

 

（3）キャッシュ・フローの状況の分析

  当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、19億71百万円とな

り、第１四半期連結会計期間末と比較し16百万円増加いたしました。

　　

  当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

①　営業活動によるキャッシュ・フロー　

  営業活動の結果得られた資金は、１億90百万円（前年同四半期は２億50百万円の獲得）となりました。

  これは主に、減価償却費65百万円の計上、為替差損81百万円の計上、たな卸資産の減少23百万円があったためであり

ます。

②　投資活動によるキャッシュ・フロー

　投資活動の結果使用した資金は、83百万円（前年同四半期は２億11百万円の使用）となりました。

　これは、投資有価証券の売却による収入１億５百万円はあったものの、関係会社出資金の払込による支出60百万円、

貸付けによる支出50百万円、有形固定資産の取得による支出36百万円、投資有価証券の取得による支出23百万円等が

あったためであります。

③　財務活動によるキャッシュ・フロー 

  財務活動の結果使用した資金は、65百万円（前年同四半期は１億96百万円の使用）となりました。

　これは主に、長期借入金の返済によるものであります。

 

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（5）研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、２億87百万円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社医学生物学研究所(E00978)

四半期報告書

 7/33



第３【設備の状況】
（1）主要な設備の状況

   当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

（2）設備の新設、除却等の計画

　 当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却について、重要

な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年11月13日)

上場金融商品取
引所名又は登録
認可金融商品取
引業協会名

内容

普通株式 17,355,00017,355,000
ジャスダック

証券取引所
単元株式数1,000株

計 17,355,00017,355,000― ―

（２）【新株予約権等の状況】

　会社法第236条、第238条及び第239条の規定に基づき発行した新株予約権は以下のとおりであります。

①　第２回新株予約権(取締役及び従業員に対するもの）

 
第２四半期会計期間末現在
(平成21年９月30日)

新株予約権の数（個） 　　　　　　　　157（注）１

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 157,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） 　　　　　　　　636（注）２

新株予約権の行使期間 平成20年７月１日～平成23年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発

行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　636

資本組入額　414

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権者は新株予約権を他に譲渡することはできな

い。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）４ 

　（注）１．新株予約権１個につき目的となる株式数は、1,000株とする。

当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により目的たる株式の数を調整するものとする。ただ

し、かかる調整は本件新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的たる株式の数につ

いて行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てる。

調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率

また、当社が合併、会社分割、株式交換または株式移転(以下総称して「合併等」という。)を行う場合、株式の

無償割当を行う場合、その他株式数の調整を必要とする場合には、合併等、株式の無償割当の条件等を勘案の

うえ、合理的な範囲内で株式数を調整することができる。

　

EDINET提出書類

株式会社医学生物学研究所(E00978)

四半期報告書

 9/33



２．新株予約権の行使に際してする出資の目的は金銭とし、その価額は、新株予約権の行使に際して払込をすべ

き１株当たりの金額（以下「行使価額」という。）に各新株予約権の目的である株式の数を乗じた価額とす

る。

なお、当社が当社普通株式につき株式分割または株式併合を行う場合、上記の行使価額は、株式分割または株

式併合の比率に応じ、次の算式により調整されるものとし、調整により生じる１円未満の端数は切り上げる。

調整後行使価額＝ 調整前行使価額 ×
１

分割・併合の比率

また、当社が時価を下回る価額で当社普通株式につき、新株式の発行または自己株式の処分を行う場合、上記

の行使価額は、次の算式により調整されるものとし、調整により生じる１円未満の端数は切り上げる。

    
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり行使価額

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
時価

既発行株式数＋新規発行株式数

上記算式において、「既発行株式数」とは当社の発行済普通株式総数から当社が保有する普通株式に係る自

己株式数を控除した数とし、また、自己株式の処分を行う場合には「新規発行株式数」を「処分する自己株

式数」に読み替える。

さらに、当社が合併等を行う場合、株式の無償割当を行う場合、その他上記の行使価額の調整を必要とする場

合には、合併等の条件、株式の無償割当の条件等を勘案のうえ、合理的な範囲内で行使価額を調整することが

できる。

３．①　新株予約権者は、権利行使時において、当社の取締役もしくは従業員の地位にあることを要す。ただし、当

社の取締役会が正当な理由があると認めた場合はこの限りでない。

②　新株予約権の相続はこれを認めない。

③　その他権利行使の条件は、取締役会決議に基づき、当社と新株予約権者との間で締結した「新株予約権割

当契約書」に定めるところによる。

４．当社の組織再編成に係る契約書または計画書等に以下の各号に定める株式会社の新株予約権を交付する旨

を定めた場合には、当該組織再編成の比率に応じて、当該各号に掲げる株式会社の新株予約権を交付するも

のとする。

①　合併（当社が消滅する場合に限る。）

合併後存続する株式会社または合併により設立する株式会社

②　吸収分割

吸収分割をする株式会社がその事業に関して有する権利義務の全部または一部を継承する株式会社

③　新設分割

新設分割により設立する株式会社

④　株式交換

株式交換をする株式会社の発行済株式の全部を取得する株式会社

⑤　株式移転

株式移転により設立する株式会社
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②　第３回新株予約権(取締役に対するもの）

 
第２四半期会計期間末現在
(平成21年９月30日)

新株予約権の数（個） 376（注）１

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 376,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） 1,000（注）２

新株予約権の行使期間 平成18年７月29日～平成23年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発

行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　1,000

資本組入額　　519

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項
譲渡による新株予約権の取得については、当社取締役会の

決議による承認を要するものとする。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）４ 

　（注）１．新株予約権１個につき目的となる株式数は、1,000株とする。

当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により目的たる株式の数を調整するものとする。ただ

し、かかる調整は本件新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的たる株式の数につ

いて行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てる。

　調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率

また、当社が合併、会社分割、株式交換または株式移転(以下総称して「合併等」という。)を行う場合、株式の

無償割当を行う場合、その他株式数の調整を必要とする場合には、合併等、株式の無償割当の条件等を勘案の

うえ、合理的な範囲内で株式数を調整することができる。

２．新株予約権の行使に際してする出資の目的は金銭とし、その価額は、新株予約権の行使に際して払込をすべ

き１株当たりの金額（以下「行使価額」という。）に各新株予約権の目的である株式の数を乗じた価額とす

る。

なお、当社が当社普通株式につき株式分割または株式併合を行う場合、上記の行使価額は、株式分割または株

式併合の比率に応じ、次の算式により調整されるものとし、調整により生じる１円未満の端数は切り上げる。

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
１

分割・併合の比率

また、当社が時価を下回る価額で当社普通株式につき、新株式の発行または自己株式の処分を行う場合、上記

の行使価額は、次の算式により調整されるものとし、調整により生じる１円未満の端数は切り上げる。

    
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり行使価額

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
時価

既発行株式数＋新規発行株式数

上記算式において、「既発行株式数」とは当社の発行済普通株式総数から当社が保有する普通株式に係る自

己株式数を控除した数とし、また、自己株式の処分を行う場合には「新規発行株式数」を「処分する自己株

式数」に読み替える。

さらに、当社が合併等を行う場合、株式の無償割当を行う場合、その他上記の行使価額の調整を必要とする場

合には、合併等の条件、株式の無償割当の条件等を勘案のうえ、合理的な範囲内で行使価額を調整することが

できる。
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３．①　新株予約権者は、権利行使時において、当社の取締役の地位にあることを要す。ただし、当社の取締役　　　　

　　　会が正当な理由があると認めた場合はこの限りではない。　

②　新株予約権の相続は、新株予約権者が死亡した場合、その相続人のうち、その配偶者、子、１親等の直系尊

属に限り新株予約権を行使することができる。ただし、相続人は、新株予約権者が死亡退任した日の翌日

から３か月を経過する日までの間に限り、新株予約権を行使できる。

③　その他権利行使の条件は、取締役会決議に基づき、当社と新株予約権者との間で締結した「新株予約権割

当契約書」に定めるところによる。

４．当社の組織再編成に際して定める契約書または計画書等に以下の各号に定める株式会社の新株予約権を交

付する旨を定めた場合には、当該組織再編成の比率に応じて、当該各号に掲げる株式会社の新株予約権を交

付するものとする。

①　合併（当社が消滅する場合に限る。）

合併後存続する株式会社または合併により設立する株式会社

②　吸収分割

吸収分割をする株式会社がその事業に関して有する権利義務の全部または一部を継承する株式会社

③　新設分割

新設分割により設立する株式会社

④　株式交換

株式交換をする株式会社の発行済株式の全部を取得する株式会社

⑤　株式移転

株式移転により設立する株式会社

 

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
　

(千円)

資本金残高
　

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年７月１日～

平成21年９月30日
― 17,355,000 ― 2,228,600 ― 1,952,637
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（５）【大株主の状況】

 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

数納　幸子 名古屋市東区 1,334 7.68

西田　克彦 愛知県尾張旭市 585 3.37

浅野　銕太郎 名古屋市昭和区 342 1.97

日本生命保険相互会社
東京都千代田区丸の内1-6-6

日本生命証券管理部内
290 1.67

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町1-2-10 288 1.65

数納　博 愛知県春日井市 283 1.63

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海1-8-11　 258 1.48

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内2-7-1 210 1.21

ＭＢＬ社員持株会

名古屋市中区丸の内3-5-10

住友商事丸の内ビル5F

株式会社医学生物研究所内

201 1.15

日清トレーディング株式会社 東京都千代田区神田錦町1-25 150 0.86

計 － 3,942 22.71

　（注）１．上記日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式数は、すべて信託業務に係るものであります。な

お、それらの内訳は、すべて投資信託設定分となっております。

２．上記のほか、自己株式が201千株あります。

３．大和証券投資信託委託株式会社及びその共同保有者である大和証券株式会社から、平成21年４月６日付の大

量保有報告書の写しの送付があり、平成21年３月31日現在でそれぞれ以下のとおり株式を保有している旨の

報告を受けておりますが、当社として当第２四半期会計期間末時点における実質所有株式数の確認ができま

せんので、上記大株主の状況には含めておりません。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
（株）

株券等保有割合
（％）

大和証券投資信託委託株

式会社
東京都中央区日本橋茅場町2-10-5 株式　　671,000 3.87

大和証券株式会社 東京都千代田区丸の内1-9-1 株式　　 69,000 0.40

計 ― 株式　　740,000 4.26
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　 201,000
― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　17,133,000 17,133 ―

単元未満株式 普通株式　　　21,000 ― ―

発行済株式総数 17,355,000 ― ―

総株主の議決権 ― 17,133 ―

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数1個が含まれております。

　　

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社医学生物学研究所

愛知県名古屋市中区

丸の内３丁目５－10
201,000 ― 201,000 1.15

計 ― 201,000 ― 201,000 1.15

　　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 195 400 398 376 580 630

最低(円) 173 171 255 298 312 417

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、監査法人朝見

会計事務所による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,040,683 2,020,659

受取手形及び売掛金 1,463,533 1,648,193

有価証券 792 22,921

商品及び製品 764,350 453,507

仕掛品 559,910 791,124

原材料及び貯蔵品 292,546 350,954

その他 194,268 315,073

貸倒引当金 △26,253 △177,410

流動資産合計 5,289,832 5,425,024

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 656,030

※1
 676,133

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 146,896

※1
 169,657

土地 55,477 54,909

リース資産（純額） ※1
 51,357

※1
 50,668

その他（純額） ※1
 120,393

※1
 100,906

有形固定資産合計 1,030,155 1,052,276

無形固定資産

のれん 251,298 281,050

その他 130,366 132,967

無形固定資産合計 381,665 414,017

投資その他の資産

投資有価証券 296,156 420,651

長期貸付金 252,055 145,442

長期前払費用 356,156 344,438

その他 658,774 620,974

貸倒引当金 △241,287 △101,462

投資その他の資産合計 1,321,855 1,430,045

固定資産合計 2,733,676 2,896,338

資産合計 8,023,508 8,321,363
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 151,111 154,758

短期借入金 1,544,539 1,528,610

未払法人税等 18,838 26,335

その他 429,242 339,664

流動負債合計 2,143,732 2,049,370

固定負債

長期借入金 1,608,818 1,995,862

その他 152,565 166,745

固定負債合計 1,761,384 2,162,607

負債合計 3,905,117 4,211,977

純資産の部

株主資本

資本金 2,228,600 2,228,600

資本剰余金 1,952,637 3,372,550

利益剰余金 124,983 △1,308,579

自己株式 △42,005 △42,005

株主資本合計 4,264,216 4,250,565

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △85,027 △102,970

繰延ヘッジ損益 △47,633 △29,771

為替換算調整勘定 △76,193 △63,589

評価・換算差額等合計 △208,854 △196,332

新株予約権 44,275 44,466

少数株主持分 18,754 10,686

純資産合計 4,118,391 4,109,385

負債純資産合計 8,023,508 8,321,363
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 2,731,612 2,841,867

売上原価 1,031,151 972,024

売上総利益 1,700,461 1,869,842

販売費及び一般管理費 ※
 1,629,366

※
 1,762,332

営業利益 71,095 107,509

営業外収益

受取利息 14,794 6,279

受取補償金 － 3,360

その他 2,751 4,633

営業外収益合計 17,546 14,273

営業外費用

支払利息 15,072 34,259

持分法による投資損失 16,762 24,495

為替差損 14,310 13,299

その他 6,214 8,703

営業外費用合計 52,360 80,758

経常利益 36,281 41,024

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,163 8,067

持分変動利益 16,955 －

投資有価証券売却益 1,791 508

新株予約権戻入益 － 191

特別利益合計 19,910 8,766

特別損失

固定資産除却損 1,818 192

特別損失合計 1,818 192

税金等調整前四半期純利益 54,374 49,599

法人税、住民税及び事業税 37,562 36,487

法人税等調整額 14,282 －

法人税等合計 51,845 36,487

少数株主利益又は少数株主損失（△） 1,924 △538

四半期純利益 604 13,650
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 1,451,436 1,480,093

売上原価 500,338 524,931

売上総利益 951,097 955,162

販売費及び一般管理費 ※
 843,574

※
 853,256

営業利益 107,523 101,905

営業外収益

受取利息 10,082 3,175

為替差益 14,621 －

受取補償金 － 3,360

その他 2,052 2,866

営業外収益合計 26,756 9,401

営業外費用

支払利息 7,139 14,983

持分法による投資損失 7,913 15,086

為替差損 － 83,725

その他 4,541 6,655

営業外費用合計 19,594 120,451

経常利益又は経常損失（△） 114,685 △9,143

特別利益

貸倒引当金戻入額 135 －

持分変動利益 913 －

投資有価証券売却益 736 239

新株予約権戻入益 － 191

特別利益合計 1,785 430

特別損失

固定資産除却損 1,818 9

特別損失合計 1,818 9

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

114,652 △8,722

法人税、住民税及び事業税 32,079 11,904

法人税等調整額 23,521 －

法人税等合計 55,601 11,904

少数株主利益又は少数株主損失（△） 839 △343

四半期純利益又は四半期純損失（△） 58,211 △20,283
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 54,374 49,599

減価償却費 192,488 128,925

のれん償却額 11,933 29,751

固定資産除却損 1,818 192

投資事業組合運用損益（△は益） 2,586 10,469

貸倒引当金の増減額（△は減少） △43,794 △11,331

受取利息及び受取配当金 △15,331 △6,691

支払利息 15,072 34,259

為替差損益（△は益） 31,512 20,250

持分法による投資損益（△は益） 16,762 24,495

持分変動損益（△は益） △16,955 －

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） △1,791 △508

売上債権の増減額（△は増加） 261,640 201,506

たな卸資産の増減額（△は増加） 14,710 △4,076

その他の流動資産の増減額（△は増加） 7,470 179

仕入債務の増減額（△は減少） △54,932 △10,382

未払金の増減額（△は減少） 108,539 65,560

その他の流動負債の増減額（△は減少） △53,042 △24,511

その他 2,823 1,272

小計 535,887 508,960

利息及び配当金の受取額 14,879 7,555

利息の支払額 △18,459 △30,907

法人税等の支払額 △41,159 △30,384

営業活動によるキャッシュ・フロー 491,147 455,222

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △70,000 －

有形固定資産の取得による支出 △35,479 △58,896

有形固定資産の売却による収入 － 311

無形固定資産の取得による支出 △15,760 △14,184

投資有価証券の取得による支出 △15,000 △23,340

投資有価証券の売却による収入 7,655 158,615

関係会社株式の取得による支出 － △8,000

関係会社出資金の払込による支出 △60,000 △60,000

貸付けによる支出 △92,197 △50,000

貸付金の回収による収入 8,139 3,827

投資その他の資産の増減額（△は増加） △192,537 △11,887

その他 2,500 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △462,680 △63,555
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △29,100 1,500

長期借入れによる収入 800,000 46,742

長期借入金の返済による支出 △351,600 △420,514

自己株式の取得による支出 △4,508 －

配当金の支払額 △68,594 △352

リース債務の返済による支出 － △862

少数株主からの払込みによる収入 － 7,863

財務活動によるキャッシュ・フロー 346,196 △365,624

現金及び現金同等物に係る換算差額 △14,083 △28,147

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 360,580 △2,104

現金及び現金同等物の期首残高 1,713,684 1,973,580

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 61,342 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,135,607

※
 1,971,476
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

連結の範囲に関する事項の変更 (1)連結の範囲の変更

　従来、連結子会社であったNAKANE DIAGNOSTICS, INC.は、平成21年4月30日に連結子

会社であるMBL International Corporationに吸収合併されました。なお、合併までの

損益は、四半期連結損益計算書に含めております。

　 (2)変更後の連結子会社の数

　 ８社

　

【簡便な会計処理】

　　　当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

　　　　該当事項はありません。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

　　　　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社医学生物学研究所(E00978)

四半期報告書

22/33



【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※1　有形固定資産の減価償却累計額 2,610,945千円 ※1　有形固定資産の減価償却累計額 2,525,529千円

　────────── 　2  当社は運転資金の効率的な調達を行うため日本生命保

険相互会社とコミットメントライン契約を締結して

おります。この契約に基づく当連結会計年度末の借入

未実行残高は次のとおりであります。

　

　

    

    

　

 

       
　

　貸出コミットメントの総額

　借入実行残高

400,000

－

千円

 

　  差引額 400,000 

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

　のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

　のとおりであります。

給与手当 488,610千円

研究開発費 538,427　

給与手当 452,240千円

研究開発費 596,932　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

　のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

　のとおりであります。

給与手当 249,400千円

研究開発費 279,685　

貸倒引当金繰入額 1,351千円

給与手当 220,096　

研究開発費 287,230　
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

（平成20年9月30日現在） （平成21年9月30日現在）

 （千円）

　現金及び預金勘定　

　有価証券勘定

　預入期間が３か月を超える定期預金

2,182,378

23,229

△70,000

　現金及び現金同等物 2,135,607

　

 （千円）

　現金及び預金勘定　

　有価証券勘定

　預入期間が３か月を超える定期預金

2,040,683

792

△70,000

　現金及び現金同等物 1,971,476

　

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　17,355千株

  

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　 201千株

  

３．新株予約権等に関する事項

　ストック・オプションとしての新株予約権

　　新株予約権の四半期連結会計期間末残高

　提出会社　　　　　　　   44,275千円

　（株）サイクレックス　　         －

  （株）抗体研究所　　　　　　     －

　Ｇ＆Ｇサイエンス(株)　　　　 　  －　

  

４．配当に関する事項

該当事項はありません。　
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自平成20年７月１日　至平成20年９月30日)

 

臨床検査薬及び
基礎研究用試薬
周辺事業
(千円)

投資関連事業
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高                     

(1) 外部顧客に対する売上高 1,438,05213,3841,451,436 － 1,451,436

(2) セグメント間の

内部売上高又は振替高
150 － 150 (150) －

計 1,438,20213,3841,451,586 (150)1,451,436

営業利益 102,567 4,955 107,523 － 107,523

当第２四半期連結会計期間(自平成21年７月１日　至平成21年９月30日)

 

臨床検査薬及び
基礎研究用試薬
周辺事業
(千円)

投資関連事業
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高                     

(1) 外部顧客に対する売上高 1,469,51310,5801,480,093 － 1,480,093

(2) セグメント間の

内部売上高又は振替高
150 － 150 (150) －

計 1,469,66310,5801,480,243 (150)1,480,093

営業利益 99,101 2,804 101,905 － 101,905
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前第２四半期連結累計期間(自平成20年４月１日　至平成20年９月30日)

 

臨床検査薬及び
基礎研究用試薬
周辺事業
(千円)

投資関連事業
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高                     

(1) 外部顧客に対する売上高 2,704,84426,7682,731,612 － 2,731,612

(2) セグメント間の

内部売上高又は振替高
300 － 300 (300) －

計 2,705,14426,7682,731,912 (300)2,731,612

営業利益 60,647 10,447 71,095 － 71,095

当第２四半期連結累計期間(自平成21年４月１日　至平成21年９月30日)

 

臨床検査薬及び
基礎研究用試薬
周辺事業
(千円)

投資関連事業
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高                     

(1) 外部顧客に対する売上高 2,819,08722,7802,841,867 － 2,841,867

(2) セグメント間の

内部売上高又は振替高
300 － 300 (300) －

計 2,819,38722,7802,842,167 (300)2,841,867

営業利益 101,242 6,267 107,509 － 107,509

　（注）１　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業区分の主な製品

事業区分 主要役務又は製品

臨床検査薬及び基礎研究用試薬周辺

事業

基礎研究用試薬、自己免疫疾患検査試薬、その他臨床検査試薬及び

機器・器具、細胞診解析関連

投資関連事業 バイオ関連企業への投資事業

３　営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用はありません。
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【所在地別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間(自平成20年７月１日　至平成20年９月30日)

 
日本
（千円）

北米
（千円）

その他
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

　売上高       

(1)外部顧客に対する売上高 1,246,228188,93016,2771,451,436 － 1,451,436

(2)セグメント間の

内部売上高又は振替高
72,894 2,417 14,909 90,220(90,220) －

計 1,319,122191,34831,1861,541,656(90,220)1,451,436

　　営業利益 72,750 27,018 7,754 107,523 － 107,523

　当第２四半期連結会計期間(自平成21年７月１日　至平成21年９月30日)

 
日本
（千円）

北米
（千円）

その他
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

　売上高       

(1)外部顧客に対する売上高 1,180,740284,09315,2581,480,093 － 1,480,093

(2)セグメント間の

内部売上高又は振替高
68,111 7,919 11,189 87,220(87,220) －

計 1,248,851292,01326,4481,567,314(87,220)1,480,093

　　営業利益 65,788 32,688 3,428 101,905 － 101,905

　

　前第２四半期連結累計期間(自平成20年４月１日　至平成20年９月30日)

 
日本
（千円）

北米
（千円）

その他
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

　売上高       

(1)外部顧客に対する売上高 2,352,570354,38724,6552,731,612 － 2,731,612

(2)セグメント間の

内部売上高又は振替高
133,948 5,036 32,670171,655(171,655) －

計 2,486,518359,42457,3252,903,267(171,655)2,731,612

　　営業利益 2,703 58,325 10,066 71,095 － 71,095

　当第２四半期連結累計期間(自平成21年４月１日　至平成21年９月30日)

 
日本
（千円）

北米
（千円）

その他
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

　売上高       

(1)外部顧客に対する売上高 2,273,274543,23625,3562,841,867 － 2,841,867

(2)セグメント間の

内部売上高又は振替高
136,08416,968 26,684179,737(179,737) －

計 2,409,359560,20552,0413,021,605(179,737)2,841,867

　　営業利益 26,539 77,984 2,985 107,509 － 107,509

　（注）１　地域は、地理的近接度により区分しております。

２　各区分に属する主な国又は地域

　(1)北米・・・・・アメリカ、カナダ

　(2)その他・・・・ヨーロッパ、アジア他

３　営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用はありません。 
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【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自平成20年７月１日　至平成20年９月30日)

 北米 その他 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 139,824 91,733 231,557

Ⅱ　連結売上高(千円) － － 1,451,436

Ⅲ　連結売上高に占める

海外売上高の割合(％)
9.63 6.32 15.95

当第２四半期連結会計期間(自平成21年７月１日　至平成21年９月30日)

 北米 その他 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 215,411 106,735 322,146

Ⅱ　連結売上高(千円) － － 1,480,093

Ⅲ　連結売上高に占める

海外売上高の割合(％)
14.55 7.21 21.76

前第２四半期連結累計期間(自平成20年４月１日　至平成20年９月30日)

 北米 その他 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 254,371 177,721 432,092

Ⅱ　連結売上高(千円) － － 2,731,612

Ⅲ　連結売上高に占める

海外売上高の割合(％)
9.31 6.51 15.82

当第２四半期連結累計期間(自平成21年４月１日　至平成21年９月30日)

 北米 その他 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 377,029 238,099 615,129

Ⅱ　連結売上高(千円) － － 2,841,867

Ⅲ　連結売上高に占める

海外売上高の割合(％)
13.27 8.38 21.65

　（注）１　地域は、地理的近接度により区分しております。

２　各区分に属する主な国又は地域

(1) 北米…………アメリカ、カナダ

(2) その他………ヨーロッパ、アジア他

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

（有価証券関係）

　前連結会計年度末日に比べて著しい変動は認められません。

 

（デリバティブ取引関係）

　前連結会計年度末日に比べて著しい変動は認められません。　

 

（ストック・オプション等関係）

四半期連結財務諸表への影響額に重要性がないため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 236.41円 １株当たり純資産額 236.34円

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 0.03円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 0.80円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益（千円） 604 13,650

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 604 13,650

期中平均株式数（千株） 17,349 17,153

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 3.36円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額 1.18円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、希薄化効果を

有している潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　（注）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） 58,211 △20,283

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
58,211 △20,283

期中平均株式数（千株） 17,347 17,153

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

（リース取引関係）

　　　　前連結会計年度末日に比べて著しい変動は認められません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月13日

株式会社医学生物学研究所

取締役会　御中

監査法人朝見会計事務所

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 中田　惠美　　印

 業務執行社員  公認会計士 足立　仁史　　印

     

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社医学生物学

研究所の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から

平成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社医学生物学研究所及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財

政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　　（注）１. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２. 四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月11日

株式会社医学生物学研究所

取締役会　御中

監査法人朝見会計事務所

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 中田　惠美　　印

 
代表社員　
業務執行社員

 公認会計士 足立　仁史　　印

     

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社医学生物学

研究所の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から

平成21年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社医学生物学研究所及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財

政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　　（注）１. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２. 四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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